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首都高速道路（株）HPより

着色部：首都高の地下事業区間
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（優先整備エリア）
水辺環境を活かしたまちづくりが進められている
エリアで、優先的に貯留施設の整備を推進

（重点化：１４水域の選定）
■ 水が滞留しやすい河川区間
■ 水門に囲まれた閉鎖性水域 等

【参考】東京都における重点水域について

神田川流域

内濠（完了）

外濠

石神井川

白子川

江東内部河川

砂町運河など

築地川（完了）

渋谷川・古川

高浜運河など

目黒川

立会川・勝島運河

内川

呑川・海老取川

－ 隅田川・新河岸川
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東京都下水道局
令和5年3月10日
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【参考】地元区と連携した取組事例（目黒川）

■目黒川の水質改善を推進するため、目黒区が事務局となり、都（環境局、建設局、下水道局）と関係区（品川区、世田谷区）
で構成する目黒川水質浄化対策検討会を設置

■検討会を通じて、「目黒川を日常生活の中で人々に潤いと安らぎをもたらし、広く住民や来訪者に親しまれる存在として再生すること」
を目的として、目黒川水質浄化対策計画を令和2年度に策定

■水質悪化のメカニズムと対策効果を把握するため、目黒区では以下のモニタリング調査を実施
①硫化水素計を用いた大気中における硫化水素濃度の計測 ②カメラ調査による河川の白濁化・スカムの発生状況の把握

※目黒川における下水道の雨水吐口は62箇所

目黒川水質浄化対策検討会（令和元年度～）の開催

東 京 都 下 水 道 局
令 和 5 年 3 月 1 0 日

短期(概ね5年後) 中期(概ね10年後) ⾧期

■悪臭が軽減された目黒川
■悪臭、白濁化及びスカムが大幅に軽減された
目黒川

項目 目標 備考

悪臭 大幅に軽減
硫化水素濃度
0.2ppm以下
（達成率100%）

白濁化 大幅に軽減 白濁化レベル1

スカム 大幅に軽減
水面に占めるスカ
ムの割合を1%以下

■川辺で憩える親しみのある目黒川

項目 目標 備考

悪臭 悪臭を軽減
硫化水素濃度
0.2ppm以下
（達成率50%）

項目 目標 備考

悪臭 大幅に軽減
硫化水素濃度
0.06ppm以下
（達成率100%）

白濁化 中期目標と同一

スカム 中期目標と同一

目黒川水質浄化対策計画における目黒川の将来ビジョン目黒川水質浄化対策計画における目黒川の将来ビジョン

河川内対策 流域対策 その他

対
策

• 河床整正及び浚渫
• 高濃度酸素溶解水施設の整備 など

• 下水道事業の推進
（初期越流水貯留施設の整備）
（部分分流化の推進）

• 雨水浸透の拡大 など

• 水環境モニタリング
• 情報発信
• 対策の評価及び見直し
• 美化運動 など

担
当 • 都建設局、地元区 • 都下水道局、地元区 • 都各部局、地元区、住民

●目黒川水質改善に係る対策及び役割分担について

地
元
区
と
連
携
し
た

水
質
改
善
の
取
組
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浚渫作業 高濃度酸素水浄化施設 合流改善貯留施設整備事業

悪臭の原因の一部となっている護岸（犬走
り）の堆積汚泥について、６～８月に回収作
業を実施

水質悪化の一因となっている川底付近の
酸素不足解消を目的として令和3年度から
稼働

降雨初期の特に汚れた下水を貯留する施設
の整備を令和2年度から着手

【参考】地元区と連携した取組事例（呑川）

現
状

• 呑川は世田谷区新町地先に源を発し、世田谷区・目黒区・大田区を
流れて東京湾に注ぐ、延長14.4kmの二級河川

• 下水道整備が進んだことから、近年では「生活環境の保全に関する
環境基準（河川）」のD類型を達成

• 一方で、感潮区間における水の滞留により、水質悪化やスカムによ
る悪臭の発生が問題となっており、平成25年度から「呑川水質浄化

対策研究会」を設置

※呑川における下水道の雨水吐口は23箇所

スカムの状況①
（R1.6.25 双流橋下流）

スカムの状況②
（R3.7.12 御成橋上流）

地
元
区
の
取
組

呑川水質浄化対策研究会 東京都城南五区下水道・河川連絡協議会

• 呑川の水質改善を推進するため、大田区（事務局）及び都（環
境局、建設局、下水道局）、関係区（世田谷区、目黒区）で
構成

• 検討会において、河川対策・下水道対策・流域対策などの総合的
な水質浄化対策を検討

• 毎年検討会を実施し、各年度の取組内容について関係部局が報
告（取組内容は大田区HPに掲載）

• 城南五区における合流式下水道の改善や河川環境の
整備等により、住民の生活環境の向上・改善を図ること
を目的とした協議会

• 毎年都に対し、水質浄化の早期実施などの要望活動を
実施

水
質
改
善
の
主
な
取
組

高濃度酸素水浄化施設汚泥改修作業状況

東 京 都 下 水 道 局
令 和 5 年 3 月 1 0 日

【呑川中流部合流改善貯留施設】
降雨初期の特に汚れた下水を
貯留する貯留管の整備を令和2
年度から開始

貯留容量（予定）：約38,000m3



合流式下水道緊急改善事業以降における水質改善の必要性（目黒川）

堀川右岸雨水滞水池

ＤＯ補給施設

順流区間 親水護岸

ヘドロ浚渫

【参考】合流式下水道緊急改善事業以降における水質改善の必要性（堀川・新堀川）
名古屋市上下水道局
令 和 5 年 3 月 1 0 日
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